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絆
を
育
む

大
き
な
支
援
の
輪

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
東
北
地
方
の
太
平
洋

沿
岸
を
中
心
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
産
業
や
経
済
、

重
油
や
電
力
不
足
の
問
題
な
ど
、

被
災
地
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
が

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
震
災
を
機
に
高
ま

っ
た
の
が
、
「
被
災
地
へ
送
る
共

に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
市
民
一

人
ひ
と
り
の
強
い
意
識
で
す
。

市
で
も
、
震
災
翌
日
か
ら
義
援

金
や
支
援
物
資
の
受
け
付
け
を
開

始
、
市
民
の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る

支
援
が
数
多
く
届
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
手
伝
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」
「
避

難
者
を
受
け
入
れ
て
も
い
い
で
す

よ
」
な
ど
、
様
々
な
支
援
の
声
が

市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
避
難
者
の
受

け
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、

節
電
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
う
と

同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
支

援
活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
し

て
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＝
Ｋ
Ｉ
Ｚ

Ｕ
Ｎ
Ａ
・
Ｐ
ＲO

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
＝
」

を
立
ち
上
げ
、
市
民
一
丸
と
な
っ

て
更
な
る
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
①

義
援
金
・
物
資
の
支
援

震
災
発
生
の
翌
日
か
ら
市
役
所

本
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
17
箇
所
に

募
金
箱
を
設
置
、
３
月
14
日
か
ら

28
日
ま
で
の
間
、
被
災
地
へ
贈
る

支
援
物
資
の
受
付
を
市
役
所
本
庁

舎
で
行
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
心
温
ま

る
支
援
物
資
は
、
３
月
23
日
に
宮

城
県
仙
台
市
へ
、
３
月
26
日
に
は
、

松
里
地
域
の
皆
様
が
取
り
ま
と
め

た
支
援
物
資
を
岩
手
県
陸
前
高
田

市
へ
届
け
ま
し
た
。

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
②

安
心
の
生
活
を
提
供

避
難
者
の
受
け
入
れ
住
宅
と
し

て
、
赤
尾
と
松
里
の
定
住
促
進
住

宅
を
計
40
戸
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
無
償

で
住
宅
を
提
供
い
た
だ
く
支
援
も

あ
り
、
最
も
多
か
っ
た
と
き
に
は

49
名
が
甲
州
市
に
避
難
さ
れ
、
５

月
20
日
現
在
で
も
、
26
名
（
９
世

帯
）
の
家
族
が
甲
州
市
で
生
活
を

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
避
難
さ
れ
た
方
々

に
安
心
し
た
生
活
と
し
て
、
市
で

は
「
絆
支
援
カ
ー
ド
」
を
作
成
し

温
泉
施
設
や
市
民
バ
ス
の
利
用
を

無
償
で
提
供
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
掲
載
し
た
「
絆
新
聞
」
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

絆－がんばろう東日本－

KIZUNA・PROJECT

今、私たちにできること
３月１１日、午後２時４６分。巨大地震と大津波によって世界中を震撼

させた東日本大震災。日本にとって過去最大の災害は、私たちに自然の恐
ろしさを改めて感じさせたと同時に、「がんばろう日本」を合言葉に一人ひ
とりが助け合う大切な心を再確認しました。

義援金、節電、ボランティア・・。市では「今、私たちにできること」
として、震災直後に支援対策班を設け、様々な活動を通じて積極的に支援
を行っています。（写真は支援物資を届けた３月２６日の岩手県陸前高田市）

甲州すけっと隊は避難された皆さんに
市内の観光名所を巡るツアーを開催。

市民の皆さんから寄せられた支援物資
は、宮城県や岩手県へ迅速に配送。
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Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
③

住

民

同

士

の

交

流

震
災
直
後
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
様
々

な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
有
志
ら
で
立
ち
上
げ
た

「
甲
州
す
け
っ
と
隊
」
で
は
、
家

電
の
無
償
提
供
、
さ
ら
に
は
市
内

の
観
光
地
巡
り
な
ど
で
支
援
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
甲
州
市
の
美
容
組
合
で

は
、
避
難
さ
れ
て
き
た
方
々
に
、

カ
ッ
ト
や
カ
ラ
ー
な
ど
を
低
価
格

で
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
勝
沼
朝
市
や
塩
山
朝
市
、

ゴ
ゴ
イ
チ
な
ど
、
住
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
も
義
援

金
や
支
援
物
資
の
受
付
な
ど
、

様
々
な
形
式
で
支
援
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
④

被
災
地
の
復
旧
支
援

今
ま
で
、
多
く
の
市
民
が
被
災

地
で
支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
で
も
、
５
月
11
日
か
ら
７
月

10
日
ま
で
の
間
、
岩
手
県
大
船
渡

市
に
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
地
の

復
興
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
船
渡
市
で
も
、
今
回
の
震
災

で
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
家
屋
を
失
わ
れ
た
方
々
な
ど

も
多
く
、
大
規
模
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

支
援
活
動
に
あ
た
っ
た
市
職
員

は
、
大
船
渡
市
の
職
員
と
一
緒
に

被
災
し
た
家
屋
の
「
り
災
証
明
」

を
交
付
し
た
り
、
自
衛
隊
の
皆
さ

ん
と
共
に
避
難
場
所
で
の
入
浴
の

準
備
な
ど
、
被
災
地
で
生
活
さ
れ

て
い
る
方
々
、
そ
し
て
帰
郷
を
願

う
方
々
の
た
め
に
支
援
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。
帰
庁
し
た
職
員
は

「
悲
惨
な
状
況
下
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
力
強
く
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
２
ヶ
月
を
経
過
し
た

現
在
、
私
た
ち
甲
州
市
民
、
そ
し

て
国
民
が
一
丸
と
な
り
、
被
災
地

の
皆
様
に
再
び
「
安
心
と
安
全
の

生
活
」
が
訪
れ
る
よ
う
に
、
今
後

も
支
援
を
続
け
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

ご支援ありがとうございます
義援金の報告（５月２０日現在)

共同募金会　　 ６,４０１,２３９円
日本赤十字社　　 ４４９,６３８円
山梨ＹＢＳ厚生文化事業団

３,１５１,９３７円
合　　　計　　１０,００２,８１４円

3 広報こうしゅう

甲州市の主な支援活動
●災害対策班の設置
●緊急義援金（１００万円）決定（３月１２日)
●ホームページ、ＣＡＴＶによる情報周知開始

（３月１２日）
●義援金・支援物資の受付開始　（３月１３日)
●定住促進住宅の確保　※４０戸（３月１３日)
●計画停電による施設利用を制限

（３月１４日～５月１１日)
●避難者の受け入れ開始　　　　（３月１４日)
●市民ボランティア募集開始　　（３月１７日)
●避難者へ支援カードを発行開始（３月２４日）
※公共施設の利用支援、園児や児童など就学支援

生活福祉資金貸付を実施
●支援物資を配送
（岩手県・３月２３日　 宮城県・３月２６日)

●絆プロジェクト設立　　　　　（３月２８日）
●雇用人件費一部補助制度を新設（４月　１日）
●職員による現地調査　　　　　（４月２６日）
●岩手県大船渡市へ職員派遣　　（５月１１日）

福島第１原発事故の影響により避難指示を受
け、福島県飯舘村から甲州市の娘家族の家に避難
してきた愛澤美智子さんと聡史さん。「がんばろ
うよ」「就職先を紹介するよ」と声をかけてくれ
る多くの市民の皆さんの心優しい温もりに、感謝
をしています。

心優しい温もりに
感謝しています。

絆新聞を読む愛澤聡史さんと美智子さん

声
支援の輪

避
難
所
に
生
活
し
て
い
る
方
々
を

入
浴
会
場
へ
と
誘
導
す
る
甲
州
市

の
派
遣
職
員(

岩
手
県
大
船
渡
市)



市
民
の
納
得
度
が
高
ま

る
質
の
高
い
行
政
改
革

市
民
の
皆
さ
ん
に
役
立
つ
市
役

所
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
コ
ス

ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
視

点
で
業
務
の
あ
り
方
を
見
直
す

「
質
」
の
行
政
改
革
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

が
さ
ら
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

向
上
を
実
感
で
き
る
改
革
を
進
め

ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
■

・
市
民
の
質
問
等
に
的
確
な
お
答

え
が
で
き
る
よ
う
説
明
能
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

・
健
康
、
福
祉
、
納
税
等
の
相
談

窓
口
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

・
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し
ま

す
。

・
市
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

経
営
の
視
点
に
基
づ
く

行
財
政
運
営

民
間
の
優
れ
た
事
業
手
法
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
納
得
度
が

充
足
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
に
結

び
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
分
野
は
最

も
効
率
性
が
高
い
手
法
を
選
択

し
、
導
入
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
■

・
事
務
事
業
評
価
、
政
策
評
価
を

活
用
し
て
業
務
改
善
を
進
め
効
率

的
な
事
業
の
実
施
を
図
り
ま
す
。

・
さ
ら
な
る
滞
納
整
理
の
た
め
の

体
制
の
強
化
、
納
付
の
利
便
性
の

向
上
を
推
進
し
ま
す
。

・
国
の
給
与
制
度
に
準
拠
し
な
が

ら
、
給
与
水
準
の
適
正
化
に
引
き

続
き
努
め
ま
す
。

・
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職

員
定
数
管
理
を
行
い
ま
す
。

２

第
二
次
甲
州
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

量
の
改
革
か
ら
質
の
改
革
へ

市
民
協
働
で
改
革
を
推
進

市
で
は
、
「
協
働
・
成
果
・
効
率
を
重
視
し
た
市
民
の
視
点
に
よ

る
甲
州
市
政
の
推
進
」
を
基
本
理
念
に
、
平
成
18
年
度
に
「
第
一
次

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
第
一
次
の
改
革
の
基
本
理
念
に
「
安
心
」
を
加
え
、

市
民
誰
も
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
も
ち
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
甲
州
市
づ
く
り
を
目
標
に
、
平
成
23
年
度
か
ら
引
き
続

き
推
進
し
て
い
く
「
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

４
つ
の
柱
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
第
二
次
行
政
改
革
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
費
削
減
や
合
理
化
、
効

率
化
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
課
題
を
克

服
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
「
質
」

の
向
上
が
市
民
に
実
感
で
き
る
改

革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
に
は
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
も
取
り
上
げ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
、
早
急
に
着
手
し

て
い
き
ま
す
。

１
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市役所の窓口は、市民の皆さんと職員の最も基本的な接点。
親切でわかりやすい、ていねいな案内を心掛けています。



行政改革推進委員会　
会長　熊谷隆一さん
(山梨県立大学教授)

夢と希望、
そして豊かさを実感できる
甲州市の実現に向けて～第二次大綱

行政改革と言えば、コスト・カットやリスト
ラという引き算や割り算のイメージが思い浮か
んでしまいます。第二次行改大綱でも効率性や
成果主義が堅持されていますが、行革による量
的効果だけでなく、市民の視点に立った質的効
果を重視しました。特に行革によって生じる成
果を、甲州市の未来を見据えて投資するよう提
言しています。第二次大綱が、足し算や掛け算
になるかどうかは、市役所の職員を含めた市民
の皆さんの今後のやる気と努力にかかっている
のだと思います。

職
員
の
意
識
改
革

こ
れ
ま
で
も
、
業
務
改
善
運
動

や
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
役
所

の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
実
施

に
よ
っ
て
業
務
の
改
善
を
行
っ
て

て
き
ま
し
た
が
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
甲
州
市
の
良
さ
を
認
識
し
て

仕
事
に
あ
た
り
、
改
革
の
必
要
性

を
再
確
認
し
た
上
で
全
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
■

・
「
甲
州
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
職
員
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・
市
民
の
視
点
に
立
ち
、
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
を

育
成
す
る
た
め
、
研
修
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

市
民
と
の
連
携
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

平
成
22
年
度
策
定
の
「
甲
州
市

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

基
本
指
針
」
を
柱
と
し
て
、
市
民

と
の
連
携
・
協
働
の
仕
組
み
の
強

化
や
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支

え
る
こ
と
に
重
点
を
お
き
、
協
働

に
よ
る
「
公
共
」
の
あ
り
方
を
考

え
実
践
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
の

基
本
と
な
る
地
域
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
市
と
地
域
が

今
ま
で
以
上
に
協
力
し
、
防
災
・

防
犯
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
主
な
取
り
組
み
■

・
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
基
本
指
針
」
に
沿
っ
て
、
今
ま

で
以
上
に
市
民
と
行
政
が
協
働
す

る
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
景
観
を
保
全
し
、
推
奨
し
て
い

く
た
め
に
「
甲
州
市
景
観
計
画
」

を
策
定
し
、
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

・
市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
甲
州
市

が
全
国
に
誇
る
様
々
な
産
物
等
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

推
進
期
間
は

平
成
23
年
度
～
26
年
度

第
二
次
行
政
改
革
の
推
進
期
間

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
４
年
間
と
し
て
い
ま
す
。
第

一
次
の
行
政
改
革
で
生
み
出
さ
れ

て
き
た
成
果
を
活
か
し
、
さ
ら
な

る
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
推
進
状
況

や
成
果
は
随
時
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
甲

州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市

役
所
本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー
書
架
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

行政改革推進委員会　
委員　井上　絢さん

（等々力）

量の改革から質の改革へ

市民協働で改革を推進

既存の「宝」を活かした
協働の取り組みが
行革に重要になってくる

行財政システムのスリム化など無駄の節約も
重要ですが、これからは我々市民が甲州市の魅
力を再認識し活用することも大切な「行革」で
す。横にも縦にも緊密な地域性は、防災まちづ
くりの構築に大きな強みとなりますし、省エネ
の要請が強まる昨今、私たちが有する豊富なバ
イオマス資源なども注目されます。少子高齢化
の時代、市民が既存の「宝」を活かしていく協
働の取り組みが行革には、ますます重要になっ
てくるでしょう。

３４

5 広報こうしゅう



千
野
上
区
　
　
芦
沢
　
武
志

千
野
下
区
　
　
矢
﨑
　
　
徹

上
東
区
　
　
　
中
村
　
武
夫

町
屋
区
　
　
　
益
田
　
和
光

上
西
区
　
　
　
岡
部
紀
久
雄

中
央
区
　
　
　
橋
爪
　
洋
信

下
東
区
　
　
　
岡
　
　
　
進

下
中
区
　
　
　
武
川
　
　
隆

下
西
区
　
　
　
武
井
今
朝
英

上
塩
後
区
　
　
宿
澤
　
　
齊

上
塩
後
団
地
区

中
野
壽
萬
子

下
塩
後
区
　
　
坂
本
　
　
健

下
於
曽
東
区
　
河
村
　
　
仁

下
於
曽
西
区
　
田
邉
　
裕
人

赤
尾
区
　
　
　
根
津
　
信
彦

下
萩
原
区
　
　
今
村
　
寿
一

北
牛
奥
区
　
　
桐
原
　
正
司

熊
野
区
　
　
　
桐
原
　
　
宣

西
広
門
田
区
　
河
野
　
久
生

花
園
区
　
　
　
上
杉
　
恵
教

中
萩
原
第
一
区

津
嶋
　
則
夫

中
萩
原
第
二
区

大
河
内
正
昭

中
萩
原
第
三
区

柏
原
　
　
保

上
粟
生
野
区
　
廣
瀬
　
　
正

下
粟
生
野
区
　
矢
﨑
　
正
純

上
萩
原
下
切
区

矢
崎
　
秀
明

上
萩
原
上
切
下
区

廣
瀬
　
光
重

上
萩
原
上
切
上
区宮

原
　
王
春

下
小
田
原
区
　
井
戸
屋
忠
美

上
小
田
原
区
　
矢
崎
　
碩
哉

裂
石
区
　
　
　
志
村
　
敏
雄

一
ノ
瀬
高
橋
区

田
邉
　
義
弘

下
竹
森
区
　
　
雨
宮
　
　
潔

上
竹
森
区
　
　
雨
宮
　
秀
吉

福
生
里
区
　
　
深
澤
　
一
行

平
沢
区
　
　
　
吉
田
　
幸
治

上
井
尻
区
　
　
中
村
　
公
彦

三
日
市
場
下
区

市
川
　
恒
徳

三
日
市
場
上
区

飯
島
　
久
正

小
屋
敷
区
　
　
小
澤
　
義
彦

藤
木
区
　
　
　
市
川
　
卓
郎

下
柚
木
区
　
　
矢
口
　
　
稔

勝
沼
１
区
　
　
久
保
田
芳
邦

勝
沼
２
区

佐
藤
　
久
夫

勝
沼
３
区

佐
藤
　
守
孝

勝
沼
４
区

今
村
　
英
勇

勝
沼
５
区

奥
山
　
篤
信

勝
沼
６
区

古
屋
　
公
男

勝
沼
７
区

日
原
　
宏
和

勝
沼
８
区

古
屋
　
義
文

勝
沼
９
区

小
澤
　
司
郎

勝
沼
10
区

市
川
　
正
文

勝
沼
11
区

岩
森
二
三
男

勝
沼
12
区

芝
村
　
正
弘

勝
沼
13
区

三
枝
　
榮
富

勝
沼
14
区

石
原
　
　
賢

祝
１
区

里
吉
　
　
孝

祝
２
区

石
原
　
秀
利

祝
３
区

里
吉
　
國
光

祝
４
区

鈴
木
　
八
束

祝
５
区

土
屋
　
政
彦

祝
６
区

佐
藤
　
栄
也

祝
７
区

川
﨑
　
洋
元

祝
８
区

稲
葉
　
和
仁

祝
９
区

吉
澤
　
壽
夫

祝
10
区

望
月
　
利
信

東
雲
１
区

駒
田
　
　
明

東
雲
２
区

爪
坂
　
　
登

東
雲
３
区

早
川
　
太
一

東
雲
４
区

荻
野
　
一
吉

東
雲
５
区

駒
田
　
　
清

東
雲
６
区

阪
本
　
栄
治

東
雲
７
区

辻
　
　
　
敏

東
雲
８
区

田
代
　
豊
彦

東
雲
９
区

甘
利
　
忠
義

東
雲
10
区

堀
内
　
喜
彦

東
雲
11
区

武
井
　
幸
男

東
雲
12
区

山
下
　
正
人

東
雲
13
区

三
澤
　
　
昇

東
雲
14
区

中
村
み
ど
り

東
雲
15
区

中
川
　
任
人

菱
山
１
区

内
田
　
　
勝

菱
山
２
区

佐
藤
　
卓
男

菱
山
３
区

三
森
　
雅
美

菱
山
４
区

鈴
木
　
雄
人

菱
山
５
区

三
森
　
一
寿

菱
山
６
区

飯
塚
　
秀
実

菱
山
７
区

内
田
　
正
信

菱
山
８
区

樋
口
　
正
大

菱
山
９
区

中
村
　
美
晴

菱
山
10
区

５
月
に
決
定

天
目
区

寺
島
　
信
良

田
野
区

平
山
　
英
二

水
野
田
区

手
塚
　
義
一

丸
林
区

有
賀
　
正
彦

古
部
区

雨
宮
　
　
信

宮
本
区

佐
藤
　
真
一

日
影
区

有
賀
　
文
雄

鶴
瀬
区

佐
藤
　
治
男

共
和
区

曽
根
　
和
夫

・
本
団

団
　
長
　
　
　
大
島
　
昭
吾

副
団
長
　
　
　
小
倉
　
孝
三

野
澤
　
孝
之

橋
爪
　
孝
裕

吉
田
　
哲
也

・
塩
山
分
団

分
団
長
　
　
　
三
森
　
一
広

副
分
団
長
　
　
鶴
田
　
　
修

廣
瀬
　
行
人

第
１
部
長
　
　
佐
藤
　
　
誠

第
２
部
長
　
　
古
屋
　
輝
夫

第
３
部
長
　
　
芳
賀
　
智
哉

第
４
部
長
　
　
八
巻
　
　
哲

第
５
部
長
　
　
菊
島
　
直
樹

・
奥
野
田
分
団

分
団
長
　
　
　
塩
澤
　
　
正

副
分
団
長
　
　
反
田
　
雄
樹

丸
山
　
元
樹

第
１
部
長
　
　
武
井
　
則
光

第
２
部
長
　
　
廣
瀬
　
恵
一

第
３
部
長
　
　
武
藤
　
健
一

第
４
部
長
　
　
笹
本
　
正
和

区長会・消防団
母子相談員・消費生活相談員

よろしくお願いします。

平成２３年度の各種団体の役員および
委員が委嘱、再任されました。（敬称略）

甲
州
市
区
長
会

甲
州
市
消
防
団
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・
松
里
分
団

分
団
長
　
　
　
金
丸
　
裕
之

副
分
団
長
　
　
田
邉
　
　
健

古
屋
　
浩
司

第
１
部
長
　
　
田
草
川
　
潤

第
２
部
長
　
　
渡
邉
　
健
太

第
３
部
長
　
　
田
中
　
輝
仁

第
４
部
長
　
　
武
川
　
敏
昭

第
5.6
部
長
　
　
岡
　
　
正
秀

・
玉
宮
分
団

分
団
長
　
　
　
澤
登
　
康
俊

副
分
団
長
　
　
雨
宮
　
秀
一

深
澤
　
幸
治

第
１
部
長
　
　
中
村
　
賢
一

・
大
藤
分
団

分
団
長
　
　
　
古
屋
二
三
夫

副
分
団
長
　
　
南
　
　
淳
一

小
室
　
治
久

第
１
部
長
　
　
廣
瀬
　
悦
良

第
２
部
長
　
　
三
枝
　
俊
和

第
３
部
長
　
　
三
森
　
達
也

・
神
金
分
団

分
団
長
　
　
　
小
野
　
啓
一

副
分
団
長
　
　
柏
原
　
修
二

小
野
　
　
洋

第
１
部
長
　
　
金
子
　
幸
久

第
２
部
長
　
　
徳
良
　
義
文

第
３
部
長
　
　
矢
崎
　
謙
一

第
４
部
長
　
　
田
邉
　
好
樹

第
７
部
長
　
　
細
谷
　
　
玲

・
勝
沼
分
団

分
団
長
　
　
　
岡
田
　
　
晃

副
分
団
長
　
　
渡
辺
　
一
昭

内
田
　
一
之

第
１
部
長
　
　
北
條
　
賢
一

第
２
部
長
　
　
望
月
　
信
吾

第
５
部
長
　
　
小
越
　
純
一

第
６
部
長
　
　
小
林
　
勇
人

・
祝
分
団

分
団
長
　
　
　
里
吉
　
秀
行

副
分
団
長
　
　
渡
邊
　
浩
志

吉
原
　
義
明

第
1.2
部
長
　
　
石
原
　
久
誠

第
3.4
部
長
　
　
前
田
浩
一
郎

第
５
部
長
　
　
竹
内
　
　
材

・
東
雲
分
団

分
団
長
　
　
　
功
刀
　
徳
親

副
分
団
長
　
　
辻
　
　
寛
治

三
澤
　
聖
典

第
１
部
長
　
　
三
枝
　
宗
徳

第
２
部
長
　
　
甘
利
　
公
男

第
３
部
長
　
　
小
菅
　
正
博

第
４
部
長
　
　
三
澤
　
利
生

・
菱
山
分
団

分
団
長
　
　
　
熊
本
　
　
力

副
分
団
長
　
　
佐
藤
　
貴
久

岡
部
　
秀
樹

第
１
部
長
　
　
内
田
　
晶
規

第
２
部
長
　
　
佐
野
　
智
哉

第
３
部
長
　
　
内
田
　
健
一

第
４
部
長
　
　
武
藤
　
嘉
夫

・
大
和
分
団

分
団
長
　
　
　
篠
塚
　
　
修

副
分
団
長
　
　
望
月
　
正
人

古
屋
　
一
彦

第
１
部
長
　
　
平
山
　
英
美

第
２
部
長
　
　
佐
藤
　
和
正

第
５
部
長
　
　
尾
形
　
浩
司

第
８
部
長
　
　
山
下
　
和
彦

渡
辺
壽
美
子
（
千
野
上
・
千
野

下
・
上
東
）

塩
澤
　
嘉
子
（
町
屋
・
上
西
・

中
央
・
下
中
）

丸
田
と
き
子
（
下
西
・
上
塩
後

・
下
塩
後
・
上
塩
後
団
地
）

萩
原
　
隆
美
（
下
東
・
赤
尾
・

下
萩
原
）

小
岩
伊
左
尾
（
下
於
曽
東
・
下

於
曽
西
）

保
坂
　
和
美
（
奥
野
田
全
域
）

古
屋
　
茂
美
（
玉
宮
全
域
）

廣
瀬
　
文
子
（
上
井
尻
・
三
日

市
場
上
・
三
日
市
場
下
）

市
井
三
代
子
（
小
屋
敷
・
藤
木

・
下
柚
木
）

岩
波
み
づ
ほ
（
下
切
・
上
切
下

・
上
切
上
・
裂
石
）

矢
崎
　
芳
子
（
上
小
田
原
・
下

小
田
原
・
一
ノ
瀬
髙
橋
）

古
屋
ひ
ろ
み
（
大
藤
全
域
）

三
森
み
ど
り
（
勝
沼
全
域
）

石
原
ひ
ろ
美
（
祝
全
域
）

川
口
　
信
子
（
東
雲
全
域
）

三
森
　
静
江
（
菱
山
全
域
）

天
野
眞
由
美
（
大
和
全
域
）

芦
沢
　
政
幸
（
上
於
曽
）

林
　
　
德
子
（
下
於
曽
）

小
野
　
公
秀
（
上
萩
原
）

中
村
　
道
子
（
上
塩
後
）

手
塚
喜
美
代
（
上
塩
後
）

内
田
　
秀
子
（
熊
野
）

上
杉
由
美
子
（
熊
野
）

平
間
す
み
れ
（
上
於
曽
）

深
澤
　
雅
美
（
菱
山
）

大
村
　
友
子
（
山
）

雨
宮
　
正
美
（
等
々
力
）

雨
宮
　
　
栞
（
上
萩
原
）

田
邉
た
み
子
（
上
井
尻
）

坂
本
由
美
子
（
勝
沼
）

志
村
　
紳
江
（
日
影
）

甲
州
市
母
子
相
談
員

※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区

平
成
23
・
24
年
度

消
費
生
活
相
談
員

甲州市副市長に鷹野勝己氏
甲州市教育長に保坂一仁氏

甲州市議会３月定例会で甲州市の副市長に鷹野勝

己氏、教育委員に保坂一仁氏が市議会の同意を受け、

４月１日から就任しました。

なお、保坂氏は、甲州市教育委員会より市教育長

として任命されました。

鷹野勝己（昭和町)

前県庁職員。県教育委
員事務局次長、富士・
東部地域県民センター
長などを歴任。

保坂一仁（赤尾)

前塩山中校長。松里中
校長、峡東教育事務所
長などを歴任。
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甲州市の

財政状況の公表
地方自治法第243条の3ならびに「甲州市の
財政状況の作成及び公表に関する条例」に
基づき、平成23年3月末現在における本市
の財政状況を公表します。
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食育月間の目標
①楽しくつくる

地域の人々と野菜や果実づくりを体験し、育てる
苦労や収穫の喜びを知ろう。
●農家で野菜や果実づくりを体験してみよう！

②かしこく選ぶ
人との交流や学習を通じて、野菜や果実の旬を知

り選ぶ力を育てよう。
●朝市や直売施設で野菜や果実の見分け方を学んで
みよう！

③おいしく食べる
素材を活かした調理法や食事の適量を知り、みん

なでおいしく食べ、感謝の心を育もう！
●手ばかりを実践しよう！
●家族みんなで「早寝・早
起き・朝ごはん」をしてみ
よう！

「野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん」が合言葉

６月は食育月間です！
食育は、平成１７年に制定された食育基本法に、「知

育」「徳育」「体育」とともに、生きていくための基礎
となるべきものとして位置付けられました。

市では、平成１８年度に「甲州市食育推進計画」を
策定し、平成１９年度から５カ年計画で「野菜・果物
をつくっておいしく食べるじゃん」を合言葉に、食育
を推進しています。

私たちの生活には欠かすことのできない「食」。家庭
でも、友人・知人同士でも、コミュニケーションの仲
立ちするのが「食」です。もっと元気な毎日を送るた
めに「食」について考えてみませんか？

甲州市と甲州市食育推進会議では、今までの食育の
取り組みを評価し、第２次食育推進計画策定の参考と
させていただく為、食育アンケート調査を実施させて
いただきます。ご多忙な時期とは思いますが、大切な
調査ですので、対象になった皆様方のご協力をお願い
いたします。
■調査対象

無作為抽出した市民４,８００名を対象とします。な
お、対象者には６月末までに郵送でアンケートを配布
します。

「市内の小学校の食育の取り組
みのパネル」を、市役所１階ロ
ビーに７月末まで展示していま
す。ぜひご覧ください。

食育アンケート調査のご協力のお願い

CATV食育番組
野菜・果物をつくって
おいしく食べるじゃん

放映のお知らせ
いよいよ今年度の食育番組がスタートしま

す。番組表は次の通りです。ぜひご覧になっ
てください。
・６月の放映内容・・市内の食育情報！

勝沼CATV
6月20日（月）～6月26日（日）
峡東CATV
6月22日（水）～6月26日（日）

番組では、紹介したい取り組みを募集してい
ます！詳細はお住まいの地域のＣＡＴＶに確
認してください。

◆お問い合わせ先　健康増進課 健康づくり担当　
☎３３‐７８１３

みんなで
食育を楽しもう

ぱきぱきマン
手ばかリーナ
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放光寺では、４月２９日に大黒天祭りが開かれま
した。煩悩や災いを焼き尽くすとされる「柴燈護摩
火渡り修行」では、山伏に続き、地域住民も火渡り
を行い、無病息災や家内安全を祈願しました。

現代に伝わる
地域の伝統文化

甲州市には様々な地域の伝統と文化が、住民の受
け継ぐ心によって継承されています。

一之瀬高橋・春駒愛好会は５月３日、山に囲
まれた一之瀬高橋区で春駒を披露しました。過
疎化に伴い一時は途絶えていた春駒は、平成２
０年に地元有志らによって復活。春駒の故郷、
一之瀬高橋区では、今年も先人から伝わる大切
な文化が盛大に行われました。

大善寺では、５月８日に約１３００年前から
続く奇祭・藤切り祭りが開かれました。大蛇に
見立てた藤づるは、果実豊作、魔よけの御利益
があると伝えられていることから、山伏が切り
落とした藤づるを地域住民が奪い合い、その祭
りの激しさに多くの見物人が声援をあげていま
した。

「備えあれば憂いなし」。甲州市消防団は地域の安心
と安全を守るため、様々な訓練を行っています。

東雲分団は５月１日、塩山消防署員の指導により
可搬消防ポンプの中継訓練を実施しました。

２部構成で行われた訓練では、はじめに塩山消防
署で中継送水の基本を学び、その後、小佐手水辺公
園で中継送水を実演。東雲分団長の功刀さんは「消
防力の強化、チームワークを目的としています」と
話すように、団員は一糸乱れぬ動き、真剣な眼差し
で訓練をしていました。

甲州市消防団
地域の安心のために

塩山消防署員が説明する可
搬消防ポンプの使用方法を真
剣に聞く団員たち。

10平成23年6月



「子育て奮闘中の保護者や子育て支援に関わる
すべての皆さんを協力しよう」と市民有志で結
成した、こうしゅう子育て応援団。

昨年１１月に開催した甲州市子どもフェスタ
では、妊娠、出産、育児での問題に対応できる
自主制作「子育て応援ＤＶＤ」を約７００枚も
参加者に無料配布するなど、幅広い分野で子育
て支援を行いました。

ＤＶＤには、市内の親子、歯科医師、助産師、
保健師ら約１００人が出演。「すべての皆さんが
交流を深めていました」と、団長の保坂さんは

「子育て」を通じて広がる交流の輪に感動をして
いました。

今年は、ＤＶＤを見てくれた皆さんのニーズ
に対応するため内容をリニューアルするなど、
こうしゅう子育て応援団は「子育てを盛り上げ
よう！」と団員一丸となって頑張っています。

子育て応援ＤＶＤ お子さんの写真大募集

こうしゅう子育て応援団では、応援ＤＶＤに出
演してくれるお子さんの写真を募集しています。

■対　象　０歳～未就学児
■内　容　笑顔、泣き顔、兄弟、家族、サーク

ル活動など子育てに関わる写真全般
※プリント、データどちらでも可能

■締切日　８月３１日（水）
■申し込み・お問い合わせ先

こうしゅう子育て応援団（保坂）
☎０９０‐５３３４‐３４３１

・メールの場合
アドレス　kosodatedan@yahoo.co.jp

・持参の場合
子育て対策課　☎３２‐５０８１

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
成
し
た
応
援
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

収
録
現
場
（
写
真
中
央
が

団
長
の
保
坂
さ
ん
）

子育てに関わる
皆さんを支援する！

こうしゅう子育て応援団

シリーズ協働を担う ②

市では、市民の皆さんの日常生活で必要な交通
手段の一つとして、これまでの路線型定時運行バ
ス（市民バス）に変わり、高齢者などの移動の不
便さの解消を目的とした「予約型・自由乗降」が
できるデマンドバスの実証実験開始を７月に予定
をしていました。

しかし、３月１１日に発生した東日本大震災の
影響により、デマンドバスとして使用する自動車
の納入が延期となったことから、実証実験を秋以
降とする予定です。

※松里、塩後、奥野田線については、当面従来ど
おりの運行を継続する予定です。

■デマンドバスとは？
従来の路線型定時運行バス（市民バス）と異な

り、利用者の皆さんが、事前に乗りたいバス停や
時間などを予約をして、目的地まで行くことので
きる乗り合い型のバスです。
■デマンドバスのメリット
①きめ細やかな運行ができる。
②利用者の日常生活に合わせる運行方式から利便
性が高く、高齢者などの移動手段は便利になる。
③小型バスを使用するため、細い道でも運行がで
きる。
◆お問い合わせ先　市民生活課　市民生活担当

☎３２‐５０６８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

デマンドバスの運行についてのお知らせこうしゅう
pickup１

市では、ＪＲ塩山駅のバリアフリー化を図るた
め、南北通路の入口にエレベーター設置を計画し
ています。まずは、北口へのエレベーター設置と
して６月２０日から工事を始めます。

なお、東日本大震災の影響により工事期間が延
長されることも見込まれ、また、場合によっては
一部夜間工事も見込まれます。皆様のご理解とご
協力をお願いします。◆ＪＲ東日本・甲州市◆

６月２０日～１１月３０日
ＪＲ塩山駅北口エレベーター設置工事

こうしゅう
pickup２
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市
で
は
、
地
域
特
性
を
い
か
し
た
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

基
本
方
針
・
次
代
へ
つ
な
ぐ
元
気
な
甲
州

（
ま
ち
）
へ
の
道
標
（
み
ち
し
る
べ
）
』
を

作
成
し
ま
し
た
。（
広
報
こ
う
し
ゅ
う
５
月

号
に
記
事
掲
載
）

こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
協
働
を
具
体
化
し

て
い
く
た
め
の
「
市
民
と
の
協
働
に
関
す
る

推
進
計
画
策
定
委
員
会
」
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
多
様
な
意
見
を
も
と
に

甲
州
市
の
未
来
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
対
象

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
人
数
　
５
名
以
内

■
任
　
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
役
所
の
担
当
窓
口
ま
で
、
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
用
紙
は
提
出
先
の
窓
口
、
ま
た
は
、
市

役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
募
集
期
限

６
月
27
日
（
月
）
ま
で

■
選
　
考

書
類
審
査
を
行
い
、
結
果
を
本
人
宛
て

に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
役
所
　
市
民
生
活
課

市
民
協
働
推
進
室

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

☎
32
‐
５
５
８
３

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
で
は
、

農
業
機
械
の
安
全
利
用
法
や
操
作
技
術
の

修
得
、
農
業
経
営
に
必
要
な
資
格
取
得
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
機
械
一
般
研
修

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

①
ト
ラ
ク
タ
ー
単
体
研
修

７
月
14
日
（
木
）
～
22
日
（
金
）

11
月
４
日
（
金
）
～
11
日
（
金
）

※
年
２
回
、
い
ず
れ
も
６
日
間

②
ト
ラ
ク
タ
ー
け
ん
引
研
修

11
月
17
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

※
年
１
回
、
６
日
間

③
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
機
基
礎
研
修

12
月
上
旬
の
１
回
、
１
日
の
み

④
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー
研
修

９
月
上
旬
～
、
12
月
上
旬
～
、
２
月
上

旬
～
の
３
回
、
い
ず
れ
も
２
日
間

⑤
農
業
機
械
整
備
基
礎
研
修

２
月
中
旬
の
１
回
、
１
日
の
み

⑥
農
業
機
械
新
技
術
研
修

９
月
中
旬
の
１
回
、
１
日
の
み

⑦
小
型
農
業
機
械
（
刈
払
機
・
管
理
機
）

安
全
利
用
・
操
作
研
修

６
月
下
旬
、
７
月
下
旬
、
９
月
下
旬
の

３
回
、
い
ず
れ
も
１
日
の
み

■
申
込
方
法

す
べ
て
の
研
修
は
開
催
の
約
１
ヵ
月
前

か
ら
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
募
集
要
件
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
大
学
校
研
修
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

農
業
大
学
校
　
研
修
課
　

☎
０
５
５
１
‐
３
２
‐
２
２
６
９

■
相
談
支
援
事
業

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
労
務
、

経
営
面
で
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

①
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
３
２
１
５

毎
日
開
催
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

②
最
低
賃
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

郡
内
支
所
内

☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
２
１
６
６

毎
週
火
曜
日
及
び
木
曜
日
開
催
。
時
間

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り

ま
す
。

■
業
務
改
善
助
成
金
事
業

事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給
を
計
画
的

に
８
０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
中
小
企

業
に
対
し
て
、
賃
金
引
上
げ
の
た
め
の
業

務
改
善
に
必
要
な
経
費
を
助
成
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金

室
、
ま
た
は
甲
府
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
‐
２
２
５
‐
２
８
５
４

甲
府
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
‐
２
２
４
‐
５
６
１
１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た
支

援
事
業
の
ご
案
内

節電が必要な夏！
ペットの飼育管理には
気をつけて！！！

ペットは、基本的に暑さが苦手です。犬小屋等
は涼しい場所に移動させ、室内では風通しが良く、
比較的涼しい部屋で過ごせるようにしましょう。
また、飲み水は新鮮なものがいつでも飲めるよう
にしておく事も大切です。

小動物のケージや金魚鉢は直射日光が当たらな
い場所に置きましょう。　　　　◆環境政策課◆

平
成
23
年
度

農
業
機
械
一
般
研
修

募
集
案
内
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informationinformationinformationinformationinformation
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り

組
む
農
業
者
に
対
し
て
直
接
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

■
支
援
対
象
者

次
の
①
及
び
②
の
要
件
を
満
た
す
、
販

売
を
目
的
と
し
て
生
産
を
行
う
農
業
者
、

集
落
営
農
（
農
業
者
グ
ル
ー
プ
）
が
支
援

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

て
い
る
こ
と

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
り
組
み

・
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

減
の
取
り
組
み
に
加
え
、
次
の
①
か
ら
③

い
ず
れ
か
を
セ
ッ
ト
で
行
う
取
り
組
み
。

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け
（
５
割
低

減
の
前
後
い
ず
れ
か
に
緑
肥
等
を
作
付
け

す
る
）

②
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
、
ま
た
は
草
生
栽
培

（
麦
類
、
牧
草
等
の
作
付
）

③
冬
期
湛
水
管
理
（
冬
期
間
の
水
田
に
水

を
張
る
）

・
有
機
農
業
の
取
り
組
み
（
化
学
肥
料
、

農
薬
を
使
用
し
な
い
）

■
留
意
事
項

・
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
農
業
振
興
地
域

内
の
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
も
も
、
す
も
も
、
巨
峰
は
特
例
的
に
化

学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
低
減
が
３
割

で
も
可
能
で
す
。

■
支
援
単
価

国
、
県
、
市
合
わ
せ
て
10
ア
ー
ル
あ
た

り
８
千
円
で
す
。

■
申
請
方
法

６
月
30
日
ま
で
に
、
交
付
申
請
書
、
実

施
計
画
書
を
産
業
振
興
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
及
び
計
画
書
は
、
産
業

振
興
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
が
、
農
林
水

産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

（h
ttp

://w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/j/se
isa

n
/

k
a
n
k
y
o
/h

o
ze

n
_
ty

p
e
/in

d
e
x
.h

tm
l

）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
農
政
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
６
６
１
１

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

平
成
22
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
事
業
が
、
平
成
23
年
度
は

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
と
し
て
本

格
実
施
に
な
り
ま
す
。

■
米
に
対
す
る
助
成
内
容

米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
、
生
産

す
る
販
売
農
家
等
に
10
ア
ー
ル
あ
た
り
１

万
５
千
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
※
水
稲
作

付
面
積
の
う
ち
10
ア
ー
ル
分
は
控
除
）

交
付
の
対
象
と
な
る
条
件
は
、
米
の
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
た
「
水
稲
共
済
加
入

者
」、
ま
た
は
「
作
付
面
積
が
20
ア
ー
ル
以

下
の
農
家
に
お
い
て
は
販
売
実
績
が
あ
る

者
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
と
同
じ

内
容
で
す
。

■
水
田
活
用
の
所
得
補
償
内
容

水
田
に
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
野
菜
な
ど

を
作
付
す
る
販
売
農
家
等
に
対
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。
交
付
単
価
は
作
物
ご
と
に
異

な
り
、
平
成
22
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
と
同

じ
内
容
で
す
。

■
畑
作
物
の
所
得
補
償
内
容

水
田
や
畑
に
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な
た

ね
な
ど
を
作
付
す
る
販
売
農
家
等
に
対
し

交
付
さ
れ
ま
す
。

作
物
に
よ
っ
て
は
、
品
質
検
査
や
等
級

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
数
量
目
標
を
記
入
し
た
営
農

計
画
書
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
交
付
単
価
は
作
物
や
検
査
に
よ
る

品
質
の
等
級
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
作
物
も
販
売
実
績
が
あ
る
方
、

あ
る
い
は
該
当
作
物
の
農
業
共
済
加
入
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

水
田
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
昨
年
も
送

付
し
た
「
水
稲
生
産
実
施
計
画
書
」
に
よ

り
、
補
償
制
度
の
加
入
に
つ
い
て
お
問
い

合
わ
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

水
田
で
は
な
く
畑
に
対
象
作
物
を
作
付

さ
れ
て
い
る
加
入
希
望
者
は
、
産
業
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
果
樹
農
林
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動

を
支
援
し
ま
す
！
～
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
援
対
策
～

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
本

格
実
施
さ
れ
ま
す

峡東保健所

ＨＩＶ検査普及週間
峡東保健所では、ＨＩＶ・クラミジア・梅毒等の検

査が無料・匿名で受けられ、ＨＩＶ検査の結果が１時
間ほどでわかるＨＩＶ抗体迅速検査を実施していま
す。
■通常検査（完全予約制）

６月１日（水）～７日（火）
午前９時～１１時、午後１時～４時

※土曜日、日曜日は除く。
■夜間検査（完全予約制）

６月２日（木）午後５時～８時
■実施場所

峡東保健福祉事務所（峡東保健所）
１階　相談室・検査室

■検査項目
ＨＩＶ検査（ＨＩＶ抗体迅速検査）・クラミジア抗

体検査・梅毒検査　等
■検査料金　無料
■その他

クラミジア抗体検査・梅毒検査等の結果は約２週間
後のお渡しとなります。
◆予約・お問い合わせ先　

峡東保健福祉事務所（峡東保健所）
地域保健課　☎２０‐２７５２

13 広報こうしゅう



informationinformationinformationinformationinformation
■
海
の
家
　
静
岡
県
牧
之
原
市

「
相
良
・
静
波
海
水
浴
場
」

■
開
設
期
間

７
月
16
日
（
土
）
～
８
月
28
日
（
日
）

■
利
用
対
象
者

甲
州
市
に
住
所
を
有
す
る
満
２
歳
以
上

の
方
（
申
込
順
・
６
０
０
名
）

■
指
定
施
設
（
市
外
局
番
０
５
４
８
）

・
相
良
地
区
・

大
　
沢
（
民
宿
）
　
☎
58
‐
１
２
８
７

美
宇
良
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
０
１
９
０

田
　
沼
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
４
０
４
０

文
　
一
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
１
５
４
３

も
り
ま
さ
（
民
宿
）
☎
52
‐
１
５
２
６

海
岸
通
り
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
１
３
６
３

リ
リ
カ
ル
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
６
８
８
８

む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
０
１
５
１

お
じ
ろ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
）

☎
52
‐
３
２
４
７

大
漁
苑
（
旅
館
）
　
☎
58
‐
１
８
１
１

な
か
た
に
（
旅
館
）
☎
52
‐
０
２
９
６

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
（
旅
館
）

☎
52
‐
０
５
４
６

大
と
く
屋
（
旅
館
）
☎
52
‐
０
０
５
５

・
静
波
地
区
・

う
さ
ぎ
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
６
２
９
３

勝
　
俣
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
０
２
５
８

東
　
海
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
１
２
９
３

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
は
ま
ゆ
う

（
民
宿
）
　
　
　
　
☎
22
‐
１
２
１
０

セ
ー
ラ
ー
ズ
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
22
‐
６
５
１
１

五
番
街
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
24
‐
０
５
０
５

は
ち
ぼ
し
（
旅
館
）
☎
22
‐
６
６
８
８

わ
か
き
家
（
旅
館
）
☎
22
‐
０
３
３
１

若
　
草
（
旅
館
）
　
☎
22
‐
０
４
９
１

静
波
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ス
ウ
イ
ン
グ
ビ

ー
チ
（
ホ
テ
ル
）
　
☎
22
‐
１
７
１
７

■
宿
泊
利
用
予
約

①
事
前
予
約
を
し
ま
す
。

・
予
約
開
始
日

６
月
20
日
（
月
）
か
ら
直
接
指
定
施
設
、

ま
た
は
牧
之
原
市
観
光
協
会
☎
０
５
４

８
‐
２
２
‐
５
６
０
０
に
電
話
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
予
約
後
、
牧
之
原
市
相
良
観
光
協
会
か

ら
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知
）
が
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
。

③
利
用
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
受
付
日
　
６
月
27
日
（
月
）
～

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

・
受
付
場
所

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

■
持
参
す
る
物

申
請
書
、
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知)

、

印
鑑
、
利
用
者
す
べ
て
が
甲
州
市
民
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等)

■
そ
の
他

宿
泊
施
設
到
着
時
に
利
用
券
使
用
者
で

あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
、
内
容
及
び
予
約
の
延
期
・

取
消
し
等
に
つ
い
て
は
、
予
約
先
の
宿
泊

施
設
に
充
分
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

宿
泊
利
用
料
金
は
、
甲
州
市
民
は
宿
泊

者
に
対
し
て
、
１
人
１
泊
に
つ
き
３，

０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。(

利
用
券
の
交
付)

※
た
だ
し
、
１
人
２
泊
ま
で
と
し
ま
す
。
　

利
用
券
分
を
差
引
い
た
金
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
、
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
32
‐
５
０
９
２

甲
州
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く
諸
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
環
境
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
環
境
審
議
会

環
境
審
議
会
は
必
要
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

■
審
議
会
の
役
割
に
つ
い
て

・
市
長
の
諮
問
に
応
じ
次
に
掲
げ
る
事
項
を

調
査
審
議
す
る
。

①
環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
事
項

②
公
害
の
防
止
又
は
除
去
に
関
す
る
重
要

事
項

③
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
基
本

的
事
項

■
審
議
会
委
員
の
定
員
及
び
任
期

①
審
議
会
の
委
員
定
数
は
15
名
以
内
。

②
任
期
は
２
年
で
再
任
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
応
募
対
象

18
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を
有
し
環
境

審
議
会
委
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
け
る
方

※
性
別
不
問

■
募
集
期
間

６
月
１
日
（
水
）
～
24
日
（
金
）

■
募
集
定
員
　
４
名
以
内

■
応
募
方
法

「
私
の
環
境
保
全
に
対
し
て
の
考
え
か
た
」

と
い
う
テ
ー
マ
（
８
０
０
字
～
１，

０
０

０
字
程
度
）
で
作
文
と
一
緒
に
、
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

環
境
政
策
課
へ
郵
送
、
ま
た
は
直
接
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

☎
32
‐
４
４
０
４

今
回
の
企
画
展
は
、
奥
野
田
地
区
「
熊

野
、
西
広
門
田
、
西
野
原
、
牛
奥
」
に
あ

る
文
化
財
を
写
真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
い
た

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
開
催
期
間

７
月
21
日
（
木
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
休
館
日
・
月
曜
日

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
主
　
催
　

甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

甲
州
市
民
海
の
家
を
開
設

甲
州
市
環
境
審
議
会
委
員
を
公
募

歴
史
民
俗
資
料
室
第
75
回

企
画
展
「
甲
州
市
の
文
化
財

塩

山
地
域
３
」
開
催

14平成23年6月
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■
応
募
資
格

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
で
70
歳
以
上

に
な
っ
て
い
る
方
（
昭
和
16
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、
健
康
な
歯
が

概
ね
28
本
程
度
あ
る
方
（
治
療
し
て
あ
っ

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）

※
各
部
門
で1

度
の
み
の
受
賞
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
80
歳
以
上
の
部

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
受
賞
経
験
が
あ
る

方
で
、
受
賞
よ
り
５
年
が
経
過
し
て
い
る

88
歳
以
上
の
方
に
は
「
米
寿
特
別
賞
」
を

設
け
ま
し
た
の
で
、
別
途
応
募
い
た
だ
け

ま
す
。

■
応
募
期
間

６
月
１
日
（
水
）
～
７
月
８
日
（
金
）

■
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
最

終
職
歴
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
名
を
記

入
し
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先

〒
４
０
０
‐
０
０
１
５

甲
府
市
大
手
１
‐
４
‐
１
　

山
梨
県
歯
科
医
師
会
高
齢
者
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
係

■
選
考
方
法

第
１
次
審
査

７
月
28
日
（
木
）
書
類
選
考

第
２
次
審
査

８
月
27
日
（
土
）
健
診
・
面
接

■
表
　
彰

今
秋
開
催
の
「
第
28
回
山
梨
県
民
歯
科

保
健
の
つ
ど
い
」
で
発
表
し
、
表
彰
及
び

記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
歯
科
医
師
会

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
６
４
８
１

■
応
募
資
格

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
で
80
歳
以
上

に
な
っ
て
い
る
方
（
昭
和
６
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
残
っ
て
い
る
方
。（
歯
は
治
療
し
て

あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

※
過
去
の
表
彰
者
は
除
き
ま
す
。

■
応
募
期
間

６
月
１
日
（
水
）
～
８
月
27
日
（
土
）

■
応
募
方
法
・
審
査
方
法

①
応
募
者
が
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
（
山

梨
県
歯
科
医
師
会
会
員
）
で
応
募
す
る
こ

と
を
申
し
出
て
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に

口
腔
の
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
（
自

薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
応
募
資
格
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
健
診

実
施
者
が
認
め
れ
ば
、
歯
科
医
院
推
薦
と
し

て
山
梨
県
歯
科
医
師
会
に
報
告
し
、
歯
科
医

院
推
薦
が
最
終
決
定
と
な
り
ま
す
。

■
表
　
彰

今
秋
開
催
の
「
第
28
回
山
梨
県
民
歯
科

保
健
の
つ
ど
い
」
に
お
い
て
発
表
し
、
表

彰
お
よ
び
記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

※
ご
夫
婦
で
の
達
成
に
は
特
別
賞
を
授
与

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
歯
科
医
師
会

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
６
４
８
１

■
日
　
時

６
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
　
所

い
ち
や
ま
マ
ー
ト
塩
山
店

■
内
　
容

歯
の
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、
栄
養
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
技
士
コ
ー
ナ
ー
、
そ
の
他
お

口
の
相
談
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

■
主
　
催

山
梨
県
歯
科
医
師
会
東
山
梨
支
部
、
山

梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
、

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
歯
科
医
師
会
東
山
梨
支
部

事
務
局
　
藤
原
歯
科
医
院

☎
22
‐
０
４
４
１

第
25
回
山
梨
県
高
齢
者
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

第
８
回
歯
っ
ぴ
い
山
梨
８
０
２
０

達
成
者
表
彰

６
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー

お
口
と
健
康
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

Ｃ
段
丹
映
子
・
「
週
間
長
野
」

掲
載
・
無
断
転
載
禁
止

歯ブラシと風船を
プレゼント！ご家
族みんなで歯のチ
ェック！

15 広報こうしゅう



informationinformationinformationinformationinformation
勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
、
次
の

と
お
り
一
般
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
、
健

康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
、
ま
た
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
開
放
日

・
６
月
７
日
（
火
）
～
７
月
21
日
（
木
）

・
８
月
25
日
（
木
）
～
９
月
11
日
（
日
）

火
曜
日
～
金
曜
日
　
午
後
３
時
～
５
時

土
曜
日
・
日
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

・
７
月
22
日
（
金
）
～
８
月
24
日
（
水
）

火
曜
日
～
日
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
注
　
意

危
険
防
止
の
た
め
、
未
就
学
児
及
び
小

学
校
４
年
生
以
下
の
児
童
が
プ
ー
ル
を
利

用
す
る
場
合
は
、
水
着
を
着
用
し
た
責
任

あ
る
成
人
の
方
の
付
き
添
い
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
休
館
日

月
曜
日
及
び
水
温
が
20
度
以
下
の
場
合

※
臨
時
休
館
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
使
用
料

中
学
生
以
下
　
　
　
５
０
円

高
校
生
　
　
　
　
１
０
０
円

一
般
（
市
内
）
　
２
１
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

勝
沼
中
央
公
民
館
　
☎
44
‐
２
１
０
０

夏
場
の
海
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
海
、
川

な
ど
に
誤
っ
て
落
ち
て
し
ま
っ
た
際
に
落

ち
着
い
て
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
着
衣
泳

を
実
施
し
ま
す
。

１
回
で
も
着
衣
で
泳
ぐ
経
験
を
し
て
お

け
ば
、
少
な
く
と
も
着
衣
の
ま
ま
水
に
落

ち
た
場
合
、
ど
ん
な
状
態
に
な
る
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、

訓
練
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
に

対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
の
心
構
え
と
対
応

能
力
を
備
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

泳
げ
な
い
お
子
様
、
水
が
怖
い
お
子
様

で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
時

６
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

■
定
　
員
　
30
名

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
６
月
12

日
ま
で
に
電
話
で
予
約
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
６
月
よ
り
理
想
の
体
づ
く
り
を
す
る

(

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
運
動) 

教
室
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

最
近
、
体
重
や
お
腹
の
脂
肪
が
気
に
な

る
方
や
運
動
習
慣
の
な
い
方
で
も
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
親
切
丁
寧
に
説

明
し
て
く
れ
る
た
め
、
ど
な
た
で
も
安
心

し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
時
（
毎
週
金
曜
日
・
全
５
回
）

６
月
10
日
、
17
日
、
24
日

７
月
１
日
、
８
日

午
後
７
時
30
分
～
８
時
15
分

■
内
　
容

簡
単
な
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
筋
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
脂
肪
燃
焼

を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
お
腹
周
り
の
筋
力

向
上
と
有
酸
素
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
、
対

策
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
場
　
所
　
井
尻
小
学
校
体
育
館

■
対
　
象

運
動
の
で
き
る
、
健
康
に
問
題
の
な
い

18
才
以
上
の
方
。

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
方
法

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
塩
山
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

■
内
　
容

プ
ー
ル
遊
泳
者
の
監
視
等

■
勤
務
期
間

７
月
下
旬
～
８
月
下
旬

正
午
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
時
　
給
　
８
０
０
円

■
条
　
件

市
内
在
住
。
平
成
23
年
４
月
１
日
時
点

で
、
満
18
歳
以
上
の
方

■
定
　
員
　
７
名

■
申
込
方
法

７
月
10
日
（
日
）
ま
で
に
大
和
ふ
る
さ

と
会
館
ま
で
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
そ
の
他

開
放
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
的
に
募
集
定
員
に
達
し
た
時
点
で

募
集
は
打
ち
切
り
と
し
ま
す
。

後
日
、
必
ず
消
防
署
の
救
命
講
習
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

☎
48
‐
２
９
２
１

６月６日（月）～
７月４日（月）

文化協会美術部による作品を展示
いたします。

※展示内容・期間につきましては

変更になる場合もあります。

◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口
市民ギャラリー

勝
沼
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

一
般
開
放
の
お
知
ら
せ

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
の
安
全
教
室

第
１
回
着
衣
泳
編

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

簡
単
！
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
解
消
運
動

教
室

大
和
小
学
校
プ
ー
ル

一
般
開
放
監
視
員
募
集

16平成23年6月
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【
６
月
の
親
子
遊
び
】

■
日
　
時
　
６
月
10
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容

親
子
体
操
・
テ
ー
マ
「
梅
雨
だ
っ
て
室

内
で
元
気
に
体
を
動
か
そ
う
」

【
７
月
の
親
子
遊
び
】

■
日
　
時
　
７
月
１
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
内
　
容

工
作
遊
び
・
テ
ー
マ
「
魚
釣
り
を
し
よ

う
」

■
持
ち
物
（
両
日
）
　
上
履
き
　

■
対
　
象
（
両
日
）

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
（
両
日
）
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

☎
44
‐
３
７
２
３

■
日
　
時
　
６
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

■
持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚
　

■
対
　
象

２
ヶ
月
～
１
歳
く
ら
い
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
９
０
０

■
日
　
時
　
６
月
24
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
　
所
　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、

テ
ー
マ
「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
ろ
う
・

歌
お
う
」
ミ
ニ
楽
器
を
作
っ
て
の
演
奏
会

■
持
ち
物
　
上
履
き

■
対
　
象

１
歳
く
ら
い
～
未
就
学
の
乳
幼
児
と
保

護
者

■
参
加
費
　
無
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当
　

☎
32
‐
５
０
８
１

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
７
８
０
０

東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

６
月
・
７
月
の
親
子
遊
び

甲州ふるさとかるた

詠
よ

み詞
ことば

大募集
■募集内容
・甲州市内の神社仏閣、文化財、自然、特産物
及び年中行事などを題材にした読み札
・「５字・７字・５字」調の俳句形式で５０音
の「あ行」から「ら行」「わ」「ん」の４５枚
■対象者

どなたでも応募できます。ただし、１人につ
き５点までとします。
■応募方法
・郵便はがきでの応募の場合

はがきの表面に、氏名（ふりがな付き）、年齢、
性別、郵便番号、住所、電話番号（携帯可）を
ご記入ください。裏面には、詠み句（ふりがな
付き）とその頭文字（ひらがな１文字）をご記
入のうえ、生涯学習課まで郵送ください。
※１通の応募につき最大５点までの記入。

〒４０４‐８５０１
甲州市塩山上於曽１０８５‐１
甲州市教育委員会 生涯学習課 社会教育担当

・甲州市のホームページからの応募の場合
パソコンからの応募は、甲州市ホームペー

ジ・トップページ左下の『「甲州ふるさとかる
た」大募集』の専用バナーをご覧いただき、

『甲州市生涯学習課への問い合わせ』フォーム
から次の内容を入力のうえ応募ください。
・本文に、詠み句（ふりがな）とその頭文字

（ひらがな１文字）
・氏名、ふりがな、郵便番号、住所、電話番号、
メールアドレス

■応募締切　６月２２日（水）〔必着〕
■注意事項　広報こうしゅう５月号の折込チラ

シと併せてご覧ください。
■お問い合わせ先

甲州市教育委員会　生涯学習課
社会教育担当　☎３２‐５０９７

・甲州市ホームページアドレス
http://www.city.koshu.yamanashi.jp

塩
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー

６
月
の
親
子
遊
び

塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

６
月
の
親
子
遊
び

「緑の募金」のご協力について
例年、市内全域に「緑の募金」をお願い

しているところでありますが、市民の皆様

にはご協力ありがとうございます。今年度

の募金運動につきましては９月に各区長、

組長さんを通して実施する予定です。

今後とも「緑の募金」運動により一層の

ご支援とご協力をお願いします。

◆お問い合わせ先

産業振興課　果樹農林担当　☎３２‐５０９２

●緑の募金の使い道●

身近な生活環境の緑化思

想の普及・啓発・教育関

連事業等、また世界中の

環境保全のための緑化や

森林整備にも役立てられ

ています。
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時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

６
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

６
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
方
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
方
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

を
持
つ
方
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て

悩
み
を
聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

☎
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏(

肢
体) 

☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏(

肢
体) 

☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏(

脳
原
性)

☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
相
談
日
、
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
も
相
談
く
だ
さ
い
。

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

６
月
22
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。
６
月

17
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

６
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝
　
先
生

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
材
料
費
　
１
０
０
円

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

３
階

研
修
室

■
内
　
容

介
護
講
座
（
介
護
方
法
の
演
習
）

■
対
　
象

会
員
、
興
味
の
あ
る
方
、
介
護
に
携
わ

っ
て
い
る
方
、
ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）
☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

障
害
者
陶
芸
教
室

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会
の
お
知
ら
せ

甲州市社会福祉協議会 休日無料法律相談
甲州市社会福祉協議会では、平日は忙しくて相談に行けな

いとういう方のために、休日無料法律相談を開催しています。
相談希望の方は電話にて申し込みをお願いします。
■日時　６月２５日（土）午前９時３０分～午後１２時３０分
■場所　甲州市民文化会館　２階　第１会議室
■対象　市内在住者　■定員　６名（相談者１人につき３０分)
■その他　・この無料法律相談は、完全予約制です。

・６月１0日（金）午前８時３０分から予約を受付
けます。なお、次回は８月になります。

◆申し込み・お問い合わせ先
甲州市社会福祉協議会　☎４４‐２６１２

甲州市地域包括支援センター 臨時職員募集
介護予防支援事業所の高齢者のマネジメント業務に従事する

方を募集します。月に数日、働ける方はお問い合せください。
■採用人員　介護支援専門員又は保健師　　若干名
■勤務時間　午前９時～午後４時
■応募受付　６月１日（水）～６月１４日（火）
■応募方法　履歴書１通（写真添付）・介護支援専門員証又

は保健師免許証の写しを持参してください。面
接日は追って連絡します。

◆応募・お問い合わせ先
甲州市地域包括支援センター　☎３２‐５６００

18平成23年6月



informationinformationinformationinformationinformation
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
事
案
や

家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

の
強
化
を
目
的
に
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

■
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会

■
日
　
時

６
月
27
日
（
月
）
～
７
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
と
な
り
ま
す
。

■
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
山
梨
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
の
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

全
国
の
法
務
局
で
は
、
常
設
人
権
相
談

所
の
電
話
番
号
を
全
国
統
一
番
号
（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
と
し
ま
す
。

■
開
設
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
全
国
統
一
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん)

■
そ
の
他

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
固
定
電
話
、
携
帯

電
話
、
公
衆
電
話
、
ひ
か
り
電
話
及
び
Ｉ

Ｐ
電
話
（
０
５
０
の
番
号
で
始
ま
る
も
の

を
除
く
。）
か
ら
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
相
談
内
容

差
別
・
暴
行
・
虐
待
・
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
・
い
じ
め
・
体
罰
・
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」
強
化
週
間

無料法律相談
■日　時　６月１５日（水）

午後１時３０分～午後４時３０分

■場　所　大和ふるさと会館　研修室３

■対　象　市内在住者　

■定　員　６名（相談者１人につき３０分）

■その他

・この無料法律相談は完全予約制です。６月６

日（休祭日を除く）から予約を受け付けます。

・なるべく多くの方に相談機会を設けたいので、

回数を制限させていただく場合があります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

無料消費生活相談
市では、専門家による多重債務など、消費生

活に関する無料相談を開設します。

■日　時　６月２０日（月）

午前の部　午前９時～正午

午後の部　午後１時～４時

■場　所　市役所本庁舎 １階 市民相談室

■対　象　市内在住者　■定　員　１２名

■内　容

消費生活関連　架空請求、訪問販売、レンタ

ル・リース契約等に関する消費者保護手続、サ

ラ金、多重債務など

■その他

・相談者１人につき３０分。

・この無料消費生活相談は完全予約制です。

・限られた時間ですので、相談する事項をよく

整理し、関係書類等をお持ちください。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

6月1日は「人権擁護委員の日」です
特設人権相談所開設

■日　時　６月１日（水）
午前１０時～午後３時

■場　所　恩賜林記念館 ２階 和室

勝沼防災センター ２階 Ａ会議室

（勝沼庁舎敷地内)

大和ふるさと会館 ２階 研修室３

（大和庁舎敷地内)

■対　象　市内在住者　

■相談員　人権擁護委員

■内　容　いじめ、親族間トラブル、差別、配

偶者からの暴力、児童虐待、ストーカーなど人

権に関わる相談など

※相談は無料で秘密は固く守られます。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課 市民生活担当 ☎３２‐５０６８

常
設
人
権
相
談
所
の
電
話
番
号
が

統
一
に
な
り
ま
し
た

島崎さんは、平
成１１年４月から
１２年間、大和地
区の身近な相談員
として、行政機関
に対する要望や苦
情の解決に尽力さ
れました。

なお、４月からは、手塚かよ子さん（宮本）が新
たに総務大臣から委嘱されました。

島崎節子さん（古部）が総務大臣
から感謝状を贈呈されました

19 広報こうしゅう



informationinformationinformationinformationinformation
山
梨
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き

「
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
、
廃
棄

物
最
終
処
分
場
整
備
事
業
及
び
（
仮
称
）

地
域
振
興
施
設
整
備
事
業
に
係
る
環
境
影

響
評
価
準
備
書
」
の
縦
覧
と
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

■
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所

・
事
業
者

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務

組
合
（
代
表
者
・
管
理
者
　
宮
島
　
雅
展)

・
所
在
地

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０

・
事
業
者

財
団
法
人
山
梨
県
環
境
整
備
事
業
団

（
理
事
長
　
横
内
　
正
明
）
　

・
所
在
地

甲
府
市
丸
の
内
１
‐
９
‐
１
１

・
事
業
者
　
笛
吹
市
（
市
長
　
荻
野
正
直)

・
所
在
地

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

■
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

・
名
　
称

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
、
廃

棄
物
最
終
処
分
場
整
備
事
業
及
び
（
仮
称
）

地
域
振
興
施
設
整
備
事
業

・
種
　
類

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置

・
規
　
模

ご
み
処
理
施
設

約
３
６
９
ト
ン
／
日

廃
棄
物
最
終
処
分
場

最
大
約
６
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

・
種
　
類

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
及
び

そ
の
用
地
の
造
成
事
業

・
規
　
模

温
泉
施
設
、
多
目
的
広
場
等

約
１
６，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

■
対
象
事
業
実
施
区
域

笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内

■
関
係
地
域
の
範
囲

笛
吹
市
、
甲
府
市

■
準
備
書
の
縦
覧
の
場
所
、
期
間
及
び
時
間

・
場
　
所

①
甲
府
市
役
所
相
生
仮
本
庁
舎

②
甲
府
市
役
所
中
道
支
所

③
笛
吹
市
役
所
南
館

④
山
梨
市
役
所
庁
舎

⑤
甲
州
市
役
所
本
庁
舎

⑥
山
梨
県
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

⑦
笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
２
階
（
甲
府
・

峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
）

・
期
　
間

６
月
15
日
（
水
）
～
７
月
14
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

■
意
見
書
の
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

準
備
書
に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地

か
ら
の
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
書
面

に
住
所
、
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の
団
体
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名

及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
及
び
準

備
書
の
名
称
、
意
見
（
理
由
を
含
む
）
を

ご
記
入
の
う
え
、
７
月
28
日
（
木
）
ま
で

に
下
記
の
宛
先
へ
書
留
郵
便
（
当
日
消
印

有
効
）
も
し
く
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
記
入
内
容
は
、
日
本
語
で
お
願
い
し
ま

す
。）

■
準
備
書
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

・
日
　
時

６
月
22
日
（
水
）
午
後
７
時
～

・
場
　
所

笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
防
災
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０

■
そ
の
他

準
備
書
の
縦
覧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
縦

覧
開
始
日
前
日
の
新
聞
（
日
刊
紙
複
数
社
）

に
公
告
文
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◆
意
見
書
の
提
出
先
　

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

事
務
組
合

〒
４
０
６
‐
０
８
５
３

笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０

☎
０
５
５
‐
２
６
６
‐
７
７
４
４

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課

題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

７
月
９
日
（
土
）、
７
月
10
日
（
日
）
　

８
月
27
日
（
土
）、
８
月
28
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　

山
梨
県
立
盲
学
校

（
甲
府
市
下
飯
田
２
‐
１
０
‐
２
）

■
費
　
用
　
無
料

■
申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

こ
れ
は
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

担
当
　
吉
田
朋
子

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

eyeeye@
ysvi.ka

i.ed.jp

やまなし消費生活注意報
突然自宅を訪れる！貴金属等の買い取りサービスに関
するトラブルご注意！！いったん業者の手に渡ったら
取り戻せません！

アレ？と思ったら、断り切れずに契約してしまったり、
怪しいと思ったら、すぐに家族や甲州市役所、県民生
活センターに相談してください。

◆お問い合わせ先
市民生活課　市民生活担当　☎３２‐５０６８
山梨県県民生活センター
☎０５５‐２３５‐８４５５

甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設

等
に
係
る
事
業
準
備
書
縦
覧
と
説

明
会
の
お
知
ら
せ

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
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二輪事故多発 ！！
春の行楽シーズンは二輪車の関係

する事故の多発が懸念されます。　

事故の原因となりやすいのは・・・

車両の左を追い越そうとしたら・・・
交差点を直進したら・・・
カーブで速度を出し過ぎて・・・

★交差点やカーブで多発！

○脇道からの進入車両に注意しましょう。
○一時停止など安全確認を確実に。
○速度の出し過ぎに注意しましょう。

★悪天候時には特に注意！

○急ハンドル・急発進はしないようにしましょう。
○晴天時より減速し、車間距離を十分にとりまし

ょう。

★ツーリングの注意！

○コースや休憩場所はあらかじめ決めておきまし
ょう。

○集団走行時は互い違いに位置する。
○先頭の人は速度を控えめに走りましょう。

山岳遭難に注意
本県における昨シーズン中（４月～６月）の

山岳遭難の状況は・・・

発生件数　　１８件　　　遭難者数　　１８人
死亡者数　　　３人　　　負傷者数　　１３人

ひとたび山岳遭難が発生しますと、本人の生
命の危険は勿論、多くの人が危険を冒して捜索
や救助活動等に従事することとなります。
これらの活動は経済的負担が大きいうえに、家
族や関係者等の心痛は図りしれません。

梅雨など、これからの時期は天候が変わりや
すく遭難の危険が高くなります。

○情報収集をしっかりと行い！
○時には引き返す勇気を持って！

楽しい登山を！！

万が一の捜索や救助活
動に備え、入山の１０日
位前を目途に管轄警察署
に 「登山計画書」を提出
してください。

不動産無料相談
■日　時　６月１６日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申込・問合先（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方からご寄付をいただきました。

県立産業技術短期大学校

能力開発講座７月のお知らせ
■講座内容
・ブログ入門　　・ホームページ作成
・電子回路ＣＡＤ入門（ＴＩＮＡ編)
・マシニングセンタ加工技術

◆申し込み・お問い合わせ先
山梨県立産業技術短期大学校 ☎３２‐５２０２

農作業臨時雇用標準賃金
農業委員会では、農繁期等で臨時的に雇用する

場合の目安となるよう「農作業臨時雇用標準賃金」
を定めています。今年度については、次のとおり
です。

■重作業
・危険を伴う作業（脚立使用での作業、ハウスの
ビニール掛けなど）
・農機具を使用しての作業

（刈払い機、トラクター、管理機、SS、動噴使用で
の消毒、抜根整地など）
・技術を伴う作業（剪定、棚掛け及び撤去）
■軽作業

幅広い年齢層で男女を問わない作業（立カンナ
等での除草、ジベ付け、傘掛け、摘粒、野菜の植
え付け・収穫及び管理など）
◆お問い合わせ先 甲州市農業委員会（産業振興課)

☎３２‐５０９２
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勝沼図書館
臨時休館のお知らせ

６月１日（水）から１１日（土）まで蔵書点

検作業のため休館させていただきます。

この期間の本の返却はブックポストにお願い

します。なお、CDやビデオなどのAV資料は壊

れやすいため、ブックポストへの返却はできま

せんので、返却予定日を確認の上図書館が休館

になる前に返却をお願いします。

利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたし

ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

甘草屋敷子ども図書館
第19回企画展
マンモス王国の仲間たちとその世
界 another world
来て・見て・作って、みんなで遊ぼうー

■期間　6月1日（水）～12月末まで

■場所　甘草屋敷子ども図書館

■内容　山梨県出身の作家４人（石原一宮、佐

藤莉奈、林由佳、向山こん）による展覧会を開

催します。自然の素材を使った立体作品からア

ニメーションまで、バリエーションにとんだ展

示内容となっています。また、開催期間内にワ

ークショップも予定しております。詳細は、塩

山図書館までお問い合わせください。

●召集四回・私の戦争体験●　　　谷沢芳男

・戦争体験記

●「運」に生かされて●　　　　　筒井　紫朗

・太平洋戦争の従軍記（メディアワークス）

●太平洋戦争の戦中・戦後の思い出集●

等々力福寿会

・戦争体験記

●とどろき今昔物語●　　　　　等々力福寿会

・等々力地区の歴史文化の今と昔

●えりちゃんとドングリの木●　　　　　　　　

日向正／文・雨宮千鶴／絵

・えりちゃんとドングリのこころあたたまる絵本

（バズファクトリー）

寄贈本の紹介 ～その２～

寄贈していただいた市内在住の方の著書をご紹
介します。各図書館にて貸出し所蔵があります
のでご利用ください。※著者名５０音順掲載

勝沼図書館
七夕イベントのご案内

7月2日（土）　開館時間中随時。

館内に展示した笹にお願い事や七夕飾りをつ

るします。一緒に飾り付けを楽しんでくださ

い。

塩山図書館
としょかんまつり

■日時　7月16日（土）午前１０時３０分～　

午前１０時１５分から受付。

■場所　甲州市民文化会館　２階　大会議室

■内容　塩山高校演劇部の公演など

■申込み　

申込用紙に記入の上、７月９日（土）までに、

塩山図書館に直接・電話もしくはＦＡＸ（３

２－３３９１）にてお申し込みください。

本のリサイクル活動

勝沼図書館及び塩山図書館で行なった本のリ

サイクル活動へのご協力ありがとうございまし

た。今後も、各図書館ではリサイクル活動用の

献本も受け付けています。詳しくは図書館まで

お問合せください。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/
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◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

携帯電話でも携帯電話でも
ご覧頂けますご覧頂けます
携帯電話でも
ご覧頂けます

もうすぐ２歳。いつも元気
で、周りを笑顔にしてくれま
す。生まれてきてくれて、あ
りがとう。
父・大介さん、母・法子さん

（小屋敷）

いつも元気いっぱいで笑顔も
いっぱいの瑠菜。もうすぐ兄弟
ができますね。いいおねえちゃ
んになってね。

父・洋さん、母・千里さん
（小屋敷）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
23
年
６
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所

政
策
秘
書
課

秘
書
・
広
聴
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う
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ホームページアドレス http : / /www.city .koshu.yamanashi . jp メールアドレス info@city .koshu.yamanashi . jp

毎日、蓮音の笑顔に家族み
んな癒されてるよ。生まれて
きてくれて、本当にありがと
う。

父・淳さん、母・逸子さん
（三日市場）

未熟児で保育器にはいっていたとは
思えない位、今ではパワフルに育って
いますね。これからも、その笑顔を忘
れず、青柳家のスターでいてね★

父・玲宏さん、母・照美さん
（下於曽）

言葉も覚え、自分の気持ちも上
手に伝えられるようになりまし
た。日々の成長が家族の喜びです。
絢ちゃんは、みんなの宝物です。

父・亮さん、母・仁美さん
（上於曽）

１歳２ヶ月おめでとう！これ
からも元気いっぱいな龍牙でい
てね☆生まれてきてくれてあり
がとう。

父・芳樹さん、母・亜子さん
（日影）

廣瀬
ひろせ

絢
あや

ちゃん

(２歳)

大村
おおむら

瑠菜
るな

ちゃん

(２歳)

有川
ありかわ

蓮音
れのん

くん

(１歳)

原
はら

瑞希
みずき

ちゃん

(１歳)

笠井
かさい

龍牙
りゅうが

くん

(１歳)

青柳
あおやぎ

篤司
あつし

くん

(７ヶ月)


